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NY マーケットレポート（2017 年 2 月 3 日） 

 

NY 市場では、序盤に発表された米雇用統計で、非農業部門雇用者数が市場予想を上回る結果となったことを受けて、ドル買いに

反応した。しかし、失業率が悪化したことや、賃金の伸びが前月比、前年比ともに市場予想を下回る結果となったことから、イ

ンフレ加速への懸念が後退し、また 3 月の追加利上げの可能性が弱まったとの見方も影響し、ドルは一転して下落となった。そ

の後は、値頃感の買い戻しの動きや、米債券利回りの上昇を受けて、ドル円・クロス円は堅調な動きとなった。また、米当局者

が 3 月利上げの可能性に言及したことが好感され、一段高となった。ただ、終盤にかけては、上値の重い動きが続いた。 

 

 

出所：SBILM 
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NY市場レポート 
 

22：30 

≪ 経済指標の結果 ≫ 

 

1月米失業率 4.8％（予想 4.7%・前回 4.7%） 

 

1月米非農業部門雇用者数 22.7万人（予想 18.0万人・前回 15.7万人） 

前回発表の 15.6万人から 15.7万人に修正 

 

1月米民間部門雇用者数 23.7万人（予想 17.5万人・前回 16.5万人） 

前回発表の 14.4万人から 16.5万人に修正 

 

1月米製造業雇用者数 0.5万人（予想 0.5万人・前回 1.1万人） 

前回発表の 1.7万人から 1.1万人に修正 

 

 
出所：Bloomberg 

 

出所：Bloomberg 
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22：30 

≪ 経済指標の結果 ≫ 

 

1月米平均時給（前月比） 0.1％（予想 0.3%・前回 0.2%） 

前回発表の 0.4％から 0.2％に修正 

 

1月米平均時給（前年比） 2.5％（予想 2.8%・前回 2.8%） 

前回発表の 2.9％から 2.8％に修正 

 

1月米労働参加率 62.9％（前回 62.7%） 

 

 

出所：Bloomberg 

 

 

出所：Bloomberg 
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≪ 経済指標のポイント ≫ 

 

1 月の米雇用統計は、景気動向を敏感に映す非農業部門雇用者数が市場予想を上回る 22.7 万人となり、節目の+20 万人を 4 ヵ月ぶりに

上回った。 

 

①平均時給は、前月比 0.1％、前年比 2.5％となり、ともに市場予想を下回る結果となった。 

 

②失業率は、前月から 0.1 ポイント上昇の 4.8％、フルタイムで働きたいのにパートの仕事しか見つからない人なども含めた広義の失

業率（U6）は 9.4％と前月比で 0.2ポイント上昇した。   

 

③民間部門雇用者数は+23.7 万人、製造業は+0.5 万人、建設業は＋3.6 万人、鉱業・林業は+0.4 万人。サービス部門は+19.2 万人、小

売業は+4.6万人、一時雇用を含む企業・専門サービスは+3.9万人となった。政府部門は-0.1万人、連邦政府は+0.4万人となった。 

 

 

 

出所：Net Dania 

 

 

 

23：20 

≪ 要人発言 ≫ 

エバンズ・シカゴ連銀総裁 

 

・「インフレ率は、2％目標に回復する兆候がある」 

・「国際的な展開次第では、ドルは上昇する可能性も」 

・「米失業率、2019年末までに 4.25％に低下へ」 

・「財政政策が米経済の成長率を押し上げる」 
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23：45 

≪ 経済指標の結果 ≫ 

 

1月マークイット米国サービス業 PMI 55.6（前回 55.1） 

 

 

出所：Bloomberg 

 

 

0：00 

≪ 経済指標の結果 ≫ 

 

1月米 ISM非製造業景況指数 56.5（予想 57.0・前回 56.6） 

前回発表の 57.2から 56.6に修正 

 

 

出所：Bloomberg 
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経済指標データ 

≪ISM非製造業景況指数≫ 

        1月・・12月・・11月・・10月・・9月・・8月 

総合指数・・・56.5・・56.6・・56.2・・54.6・・56.6・・51.7 

景況指数・・・60.3・・60.9・・60.3・・58.1・・59.8・・52.4 

仕入価格・・・59.0・・56.1・・55.6・・55.8・・53.5・・51.8 

新規受注・・・58.6・・60.7・・57.4・・57.7・・59.6・・52.0 

雇用指数・・・54.7・・52.7・・55.2・・52.2・・56.0・・51.0 

 

 

0：00 

≪ 経済指標の結果 ≫ 

 

12月米製造業受注指数（前月比） 1.3％（予想 0.5%・前回 -2.3%） 

前回発表の-2.4％から-2.3％に修正 

 

12月耐久財受注（前月比） -0.5％（前回 -0.4%） 

 

12月耐久財受注[除輸送用機器] 0.5％（予想 ・前回 0.5%） 

 

 

出所：Bloomberg 

 

 

1：10 

≪ 要人発言 ≫ 

エバンズ・シカゴ連銀総裁 

 

・「今年 3回利上げでも違和感はないかもしれない」 

・「12月に 2回の利上げ予想をしたが、3回もありえそうだ」 

 

 

≪ NY債券市場 ・午前≫ 

 

序盤のニューヨーク債券市場は、米雇用統計で賃金の上昇率が市場予想を下回ったことが材料視され、インフレ加速への懸念が後退し

て買いが先行した。そして、FRBが 3月に追加利上げに踏み切るとの観測も弱まったことも影響した。 

 

午前の利回りは、30年債が 3.07％（前日 3.09％）、10年債が 2.43％（2.47％）、7年債が 2.21％（2.26％）、5年債が 1.87％（1.92％）、

3年債が 1.43％（1.47％）、2年債が 1.18％（1.21％）。 
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≪欧州株式市場≫ 

 

欧州株式市場は、ユーロ圏の景況指標が堅調だったことや、米雇用統計で非農業部門雇用者数の伸びが市場予想を上回ったことが好感

され、主要株価は堅調な動きとなった。 

 

 
出所：Bloomberg 

 

3：25 

トランプ米大統領は、ドッド・フランク法関連の大統領令に署名。 

 

3：45 

≪ 要人発言 ≫ 

ウィリアムズ・サンフランシスコ連銀総裁 

 

・「3月利上げの論拠はいくらかある」 

・「3月に利上げ検討へ、決定はデータ次第」 

・「今年 3回の利上げは、妥当な予測だ」 

 

 
出所：Net Dania 



 
                                           

8 

≪ NY金市場 ≫ 

NY金は、中心限月が前日比 1.40ドル高の 1オンス＝1220.80ドルで取引を終了した。 

 

NY 金は、1 月の米雇用統計で賃金が伸び悩んだことが嫌気され、ドルが主要通貨に対して下落したことから、ドルの代替資産とされる

金の買いが優勢となった。終値ベースでは、昨年 11月中旬以来、約 2ヵ月半ぶりの高値水準となった。 

 

 

出所：Bloomberg 

 

 

≪ NY原油市場 ≫ 

NY原油は、中心限月が前日比 0.29ドル高の 1バレル＝53.83ドルで取引を終了した。 

 

NY原油は、米政権がイランに追加経済制裁を発表したことで、イラン産原油の供給懸念が意識され、買いが優勢となった。ただ、米石

油サービス大手が発表した米国内の石油掘削装置の稼働数が増加し、2015 年 10 月以来の高水準となったことが嫌気され、上げ幅が縮

小した。 

 

 

出所：Bloomberg 
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≪米株式市場≫ 

 

米株式市場は、米雇用統計で非農業部門雇用者数の伸びが市場予想を上回ったことが好感されたことや、トランプ米大統領が金融規制

の緩和に向けた大統領令に署名するとの報道を受けて、ダウ平均株価は序盤から堅調な動きとなり、終盤に一時前日比 196 ドル高まで

上昇した。 

 

出所：Bloomberg 

 

 

≪外国為替市場≫ 

 

外国為替市場は、米雇用統計では、雇用者数の伸びが予想を上回る結果となったことを受けて、一時ドルは上昇したものの、賃金の伸

びが低下したことが嫌気されて下落に転じた。その後、下げ一服感や値頃感の買い戻しなどから底固い動きとなったことや、米債券利

回りの上昇を受けて、ドル買い・円売りとなり、クロス円も堅調な動きとなった。ただ、終盤には上値の重い動きとなった。 

 

 

出所：総合分析チャート 
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提供：SBI リクイディティ・マーケット株式会社 

お客様は、本レポートに表示されている情報をお客様自身のためにのみご利用するものとし、第三者への提供、再配信を行うこ

と、独自に加工すること、 複写もしくは加工したものを第三者に譲渡または使用させることは出来ません。情報の内容について

は万全を期しておりますが、その内容を保証するものではありません。 また、これらの情報によって生じたいかなる損害につい

ても、当社および本情報提供者は一切の責任を負いません。 

本レポートに表示されている事項は、投資一般に関する情報の提供を目的としたものであり、勧誘を目的としたものではありま

せん。投資にあたっての最終判断はお客様ご自身でお願いします。  

 


